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※ 8月24臼(火〉月例会於医師会館

午後7: 3 0 

0報告(述絡事頃)事項 (1)第 82回周南医

学会について (2)昭和 51年度老人健康

診査について (3)同保出張受付について

(4)滝業保険部会開当別事協議会について

(5)麻菜把当別事協議会について 16)保険

担当理事協議会について (7)諸会開催山

口県市部民師会正副会長辿絡協議会につ

いて (8)公主診療報酬の改定について

(9) 医療機関相互間の連繋について

0協議事項 光市医師会体育大会及び永年

1976 

勤続者表彰について

※ 9月 10日(金) PI¥事会於医師会

午後 7: 3 0 

0報告連絡事項 11)諸会の開催(イ)広報担当

理事協議会(9月 16 fl)(ロ)弟 20回周東

地区労働安全衛生大会(9月22日)料請

求事務説明会 (9月24 II於丸福ホテ:JI/)

判長護担当者研修会(9月 30 日市1~)j)

(2)昭和 51年度対癌研究会に対する助成

について (3)生活保護法指定医療機関の

指導検査実施について (4)呼吸器疾患調

奇について

0協議事項 (1)必准桐当者研修会の議題に

ついて (2)体行大会 ・永年勤続者ぷ彰の

運営について (3)学校保健会理事会の件

市部各医師会の休日診療・夜間診療の状況

は一日科目別当~科別年間 I 勤務欄月間診救急 白勝手当--・ 実施上の困重量.1
医療織関数勤務回数 療件数件 数医師右護錫 I'JI毎日点と対策

内科 1名 内科2-3 24時間 内科、 内科 ・小児科の 小児科場門医
小児科 l名 小児科 2-3 内科、 小児科 出務期間中は、 長不足により

字 外手守 1名 外科 3-4 小児科 4 万 中Q口出務他の 速営Sζ図廷を
は午前 外科在宅 時間は医師の出 感ずる ω

9時よ 300名不詳 1万5千 務手当IL合まれ
書事 り午後 る

5時ま
で休日

市 診療所
1<::出務
外科在宅

U口」 外科 l氏支涜 外科4-5 午前830平士句 外科
5，000 

市
内科 1病院院 内 科 3-4 午後530526件 13 

荻 外科 4 
2-3 内科 15 24時間 7件 76件 な し な し な し

市 臣室 料 7 ._-
8仰 xI 6.000 x 

医師会病院 内科 2 午前9β0医師会 病院
徳 (内科・外科) 外科 4 午後5DO病院 4万x2
山 在宅 小児科 12 150件 7-8件 在宅 2 2 な し
市 ('J、児科・庭科) 理科 1万5乎

x2 
i 

休日診疲所 内 ・宛 4 午前9))0内 ・児 市営iζ 市営1<::I市常1<:: 正月の勤務刻
防 (公営} 外科 3 午後日O 180 不詳 限り 限り 限り 費量りに関聖堂を
R守 内 ・児 外 100 25，000 6.0∞ 5.000 伴なう
市 在宅反

タ1
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内科系 1 I約 5 8時間 l約 450 平均 4 20，∞o 2ρ00- 外科系俗必ず
F 外事守系 4.000 した専門医が
総 在宅するとは
市 取らず、溢路

となっている

内 ・小 2 内 ・小 4 午前9.00休日診 休日診

4‘t: 外科 l 外科 4 午後5.00療所 疫所

同市
その他 l その他 2-4 約 400 不詳 40.000 市鳴託 市嘱託

在宅医 在宅
約 200 10.000 

年末年
始倍

内 科 内 科 4 午前9.00
250件 30 件 な し fJ し fJ し

外科系の負担
外科 外将 8 午後5.00 が多い。二次

野
医僚機簡がな

問
い。現在は労

市
災病院

トー一 一 ーートーー 一
光

内科系 4 -5 午前9.00 82 
1同:1 I笑療機関につき 1非救急が多

外科系 午後5:001294件
7.500 (年末、年始 し、

市
15β00 ) 2.二次搬送が

闘幾

草柳 内科系 4-5 午前9.00
外科系 午後日O

I 市向 実録していない

市義全科 |鞠 9DO
午後5.00 ー、

内科系 5 内科4-5 午前9.00 ・l |lm 看護婦が務員
外科系 3 外科5-6 午後6.00 I 7.500 の確保が図祭
眼科 2 鍛科 3-4 不詳不義官公共 公設の休日診
産紛人科 2 鹿島i人将4-5 病院 療設置につい
耳鼻科 2 耳保科 3-4 て市当局と検

タ1、公立病院 16 討中、二次病

院の充実を望む

夜 間 診 療 司自l

一
実 施 し て な 実織している

E理 自 今後の方針 そ の {也 方 法 闘鰭点と対策

トー
字 3ケ所の救急指定病院に 現状維持の予定
$ て尖B盤、他の医療機関は
市 臨時応需

山ロ市 公イlカi滋ルのの問不題足と川ラメァ 実施の予定なし

?主 M 番 1M
司7

主治院で診療 実路する考えほ
ない

会αの負担:lJftのため ，時期待ちで対処

下 現存，の医師数でWj定飽不 実施しない

総 可能
市
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岩 医師の制、バラメデイ|
国 カルの問題、翌日の休診 前向きに検討
市 代休の問題、患者教育の

問題

小野庄市
不吉育ぞMl雌不足 市吸立病撲で何と

収している

光
会口敏、看護婦教の不足 検討中 主治医1とより夜間診
により実施図鑑 書室 1日平均40名程度

市 のあ緊り現要時性点なでしは実範

柳井市医師の負組織になるので
実胞困難

長門市医師数に比し地域の広い 実胞したい
ため

総5走市

関下市 公的休日夜間診
療所設置検討中

全国労働衛生週間
スローガン

みんなで見直そう仕事と磁場

みんなでつくろう健康なからだ

期間 1 0月1日より 10月7B 
1. 趣 旨

毎年多数の労働者が業務上疾病にかかっており、

また新しい有害物や生産技術の銀周及び医学が科学

の進展により、新しい聡来性疾患の発生や発見が注

目されている。しかも公主問題等を通じて国民の健

康に対する意識も絡段4ζ高まってきており、今や重量

業性疾病の対策は、社会的にゆるがせにできない問

題となっている。

職場における健康に省筈なすべての要因を排除し

さらにすすんで働きやすい快適な作業環境をつくり

もって労働者の健康の確保と地進を図る ζ とは、労

働衛生の採本的な課題である。乙のため、昨年は作

業環境改善の延礎となる作業環境測定の適正な実施

を確保する乙とを目的とした作業環境測定法が制定

され、労働安全衛生法と相まって、職業性疾病の発

生を未然IL防止し、さらに労働者の健康の保持地進

を図り、作業環績を適正に形成するための施策の充

実が図られた。

本年は、 ζれら両法に基づく施策の一層の推進を

図るとともに、有古物の使用状況やその作業実態を

ふまえ、号2在から将来にわたる長期的見通しに立っ

た労働衛生対策の推進のためにさらに努力をかさね

る必要があるの

もとより、労働災害坊止の基本は、熱意と科学性

に裏づけられた自主的な安全衛生活動の展開にある。

昨年の六価クロム、盗化ピニJレ君事による磁業性疾

病問題を通して事業場における安全衛生管理活動に

対する認識が高まったが、職場におりる労働衛生対

策は、そのトップから声産業医、衛生管理者などの衛

必要の初度診療して l必要の邸施度
診療実 いる

生管理グループ、作業場の一作業員に至るまで全員

がそれぞれの立喝における作業環境、使用原材料、

作業方法の見通しを基盤とした自主的衛生管理活動

を展開する乙とが肝要である乙とを再確認しなけれ

ばならない。本年度の労働衛生週間は、 ζのような

考え方のもとに、次の乙とに重点をおき、新しい観

点κ立った効果的な還動を展開するものとする。

(1)原材料の有害性を事前には録するチ ι ツクシス

テムの確立を関る乙と

(2昨業環境を測定し、的確な磁場評価を行う ζ と

(3)作業環境、作業万法の改善餐備を徹底する乙と

(4}健康診析を完全に実施し、磯上品毎4ζ作業者の鍵

康状況をは擬し、その結果に議づく健康管理を

行う乙と。

(5)労働衛生教育を充実する ζ と

(6)自主的な労働災古防止活動を活発に展開する組

織の定者化を図る乙と。

あとがき

ものの本によれば、 9月の巡勢は見込み違いが表

面化してからあわてる恐れあり、 10月はしびれをさ

らした方が負け、誤解、 トラブルの鉱大を妨げとあ

る。漠然とした言葉だが臼常の生活に一つの教訓的

な唆を与えたものであろう。鋼タめっきり寒くなっ

た。北の固には既に初勺の便りをささ、足早に冬が

やって来そうである。会自諸兄の御健康を祈る

雨寒や石にもたれて結授咲く (みさチ)

発行所光市小問妨 l侃3の2株灰院内

光市疾師会 TEL偲33(91) -0519 
発行者林 孝之

編集 者 会 報 編 集 番 目 会

印刷所光市御崎町中村印制徐式会社
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